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室
鳩
巣
の
中
秋
詩 

─ 

盛
唐
詩
の
受
容
と
儒
臣
像
の
形
成

山
本　

嘉
孝

は
じ
め
に

漢
詩
制
作
の
規
範
と
し
て
盛
唐
詩
を
近
世
日
本
で
最
初
に
本
格
的
に
受
容
し
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
荻
生
徂
徠
一
門
で
は
な
く
、
木
下
順
庵

門
下
、
す
な
わ
ち
木
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
杉
下
元
明
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る（

1
（

。
徂
徠
も
「
叙
江
若
水
詩
」（『
徂
徠
集
』〔
元
文
五
年

〈
一
七
四
〇
〉
刊
〕
巻
八
（
で
「
於
是
有
錦
里
夫
子
者
出
、
而
榑
桑
之
詩
皆
唐
矣
。
方
今
君
美
龍
挙
於
東
都
、
師
礼
虎
視
於
北
陸
、
林
叟
巋
然
於

海
西
、
伊
鳥
聯
美
於
中
州
」（
是
に
於
い
て
錦
里
夫
子
な
る
者
出
づ
る
有
り
て
、
榑
桑
の
詩
皆
唐
な
り
。
方
今
君
美
東
都
に
龍
挙
し
、
師
礼
北
陸

に
虎
視
し
、
林
叟
海
西
に
巋
然
と
し
て
、
伊
鳥
中
州
に
聯
美
す
（
と
記
し
、
唐
風
の
作
詩
は
木
下
順
庵
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
の
新
井
白
石
、
加
賀

の
室
鳩
巣
な
ど
、
順
庵
の
門
人
ら
に
受
け
継
が
れ
た
、
と
認
識
し
て
い
た
。

木
門
で
盛
唐
詩
が
喜
ば
れ
、
模
倣
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
故
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
完
全
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
杉
下
氏
が
、
木
門
に
お
け
る
盛
唐
詩
受
容
の
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、「
朱
子
学
の
も
と
に
あ
っ
て
も
古
文
辞
的
な
詩
の
制
作

が
可
能
で
あ
っ
た
」
点
で
あ
る
が（

（
（

、
そ
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
揖
斐
高
氏
も
、
林
家
や
、
木

門
の
祇
園
南
海
に
お
け
る
「
朱
子
学
的
な
性
情
論
と
、『
詩
経
』
の
風
雅
の
詩
に
対
す
る
尚
古
主
義
的
な
規
範
意
識
と
の
結
合
」
に
つ
い
て
は
述

べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
盛
唐
詩
の
受
容
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る（

（
（

。
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た
だ
、
実
の
と
こ
ろ
、
木
門
全
体
を
朱
子
学
者
と
し
て
見
做
す
の
は
、
聊
か
問
題
で
あ
る
。
徂
徠
門
下
の
服
部
南
郭
は
、
順
庵
を
「
古
学
の

祖
」
と
位
置
付
け
、
朱
子
学
を
批
判
し
た
仁
斎
学
や
徂
徠
学
の
祖
と
し
て
位
置
づ
け
た（

（
（

。
実
際
、
木
門
を
代
表
す
る
儒
者
の
一
人
で
あ
る
新
井
白

石
は
、
伊
藤
仁
斎
の
朱
子
学
批
判
を
非
難
し
つ
つ
も
、「
宋
儒
」
に
も
「
虚
誕
の
説
な
き
に
し
も
あ
る
ま
じ
」
と
、
朱
子
学
・
宋
学
に
も
欠
点
が

あ
る
こ
と
を
認
め
た（

（
（

。
し
か
し
、
同
じ
く
木
門
の
室
鳩
巣
の
場
合
は
、
晩
年
の
随
筆
『
駿
台
雑
話
』（
享
保
十
七
年
〔
一
七
三
二
〕
自
序
、
寛
延

三
年
〈
一
七
五
〇
〉
刊
（
巻
一
「
老
学
自
叙
」
に
「
年
四
十
に
ち
か
き
こ
ろ
に
も
あ
ら
ん
、
ふ
か
く
程
朱
の
学
、
つ
ひ
に
易
べ
か
ら
ざ
る
事
を
さ

と
り
て
」
と
あ
る
記
述
に
拠
れ
ば
、
四
十
歳
の
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
（
頃
か
ら
、
迷
い
な
く
朱
子
学
に
随
う
よ
う
に
な
っ
た
。

鳩
巣
に
よ
る
盛
唐
詩
受
容
の
あ
り
方
を
中
心
に
検
討
す
れ
ば
、
朱
子
学
を
基
盤
と
し
た
学
問
と
、
盛
唐
詩
の
愛
好
が
、
徂
徠
門
下
と
は
異
な
る

か
た
ち
で
、
如
何
に
し
て
連
関
し
得
た
か
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
先
に
筆
者
は
、
鳩
巣
が
盛
唐
詩
を
模
倣

し
て
作
っ
た
辺
塞
詩
に
お
い
て
、
主
君
に
忠
誠
を
尽
く
す
臣
下
の
理
想
像
が
造
形
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。
本
稿
で
は
、
鳩
巣
が
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
（
に
参
加
し
た
中
秋
の
宴
を
機
に
制
作
し
た
詩
と
そ
の
制
作
背
景
を
検
討
し
、
鳩
巣
が
如
何
な
る
観
点
か
ら
盛
唐
詩
を
享
受
し
た
か

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
徂
徠
門
に
よ
る
盛
唐
詩
称
揚
に
先
行
し
た
、
木
門
に
お
け
る
盛
唐
詩
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
中
秋
の
月
と
李
白
・
屈
原

鳩
巣
は
、『
駿
台
雑
話
』
巻
五
の
「
月
は
世
々
の
形
見
」
条
で
、
中
秋
に
詠
む
べ
き
詩
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
鳩
巣
が
い
う
に
は
、
単
に
月

の
外
面
の
美
し
さ
を
愛
で
る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、「
ふ
か
き
感
」
な
い
し
「
千
載
無
窮
の
感
」
を
味
わ
う
よ
う
な
詩
が
望
ま
し
く
、
そ
の
模
範

と
し
て
盛
唐
詩
人
、
李
白
の
七
言
古
詩
「
把
酒
問
月
」（『
古
文
真
宝
』
前
編
巻
中
（
を
挙
げ
る
。「
青
天
有
月
来
幾
時
」（
青
天
月
有
り
て
来
こ
の
か
た

幾

時
ぞ
（
と
始
ま
る
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
鳩
巣
は
「
月
の
景
気
を
す
て
ゝ
、
一
気
に
古
今
を
洞
観
し
て
」
と
、
情
景
描
写
を
行
わ
ず
、
遠
い
過
去
か

ら
現
在
ま
で
の
時
の
経
過
を
深
く
洞
察
す
る
点
を
評
価
し
、「
気
象
の
高
さ
抜
群
に
聞
え
て
、
詩
の
豪
蕩
超
逸
な
る
も
、
外
の
詩
人
の
及
べ
き
事
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が
ら
に
あ
ら
ず
」
と
、
李
白
が
最
上
の
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

で
は
、
鳩
巣
の
い
う
「
ふ
か
き
感
」
と
は
何
か
。
鳩
巣
の
説
明
に
拠
れ
ば
、「
翁
が
千
載
無
窮
の
感
と
申
す
は
、
我
儕
古
人
を
し
た
ひ
て
、
其

書
を
よ
み
、
其
心
を
し
り
つ
ゝ
、
常
に
世
を
へ
た
る
恨
あ
る
に
、
月
ば
か
り
こ
そ
世
々
の
人
を
照
し
来
て
、
今
に
あ
れ
ば
、
古
人
の
形
見
と
も
い

ふ
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
世
を
照
ら
し
続
け
る
月
を
見
て
、
今
や
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
昔
の
人
々
、
そ
れ
も
、
書
物
を

著
す
よ
う
な
心
あ
る
人
々
に
、
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
李
白
の
「
把
酒
問
月
」
に
は
、「
今
人
不
見
古
時
月
、
今
月
曾
経
照
古

人
」（
今
人
は
古
時
の
月
を
見
ず
、
今
月
は
曾
て
古
人
を
照
ら
す
こ
と
を
経
（
と
い
う
聯
が
見
え
る
。

し
か
し
鳩
巣
は
、
李
白
の
詩
を
凌
駕
す
る
詩
賦
が
あ
る
、
と
い
う
。『
楚
辞
』
の
「
遠
遊
」
で
あ
る
。
特
に
「
往
者
余
弗
及
、
来
者
吾
不
聞
」

（
往
く
者
は
余
及
ば
ず
、
来
る
者
は
吾
聞
か
ず
（
の
二
句
を
取
り
上
げ
、「
屈
子
一
代
に
知
己
な
き
を
か
な
し
み
て
、
古
人
は
誠
に
わ
が
心
を
得
た

れ
ば
、
あ
は
れ
一
度
あ
う
て
語
ら
で
と
お
も
へ
ど
、
其
世
に
及
ば
ね
ば
か
な
は
ず
」
と
、
屈
原
が
同
時
代
に
理
解
者
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
悲
し

み
、
詩
賦
を
作
っ
て
古
人
に
思
い
を
寄
せ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

鳩
巣
は
、
李
白
の
詩
に
は
欠
け
る
が
、「
遠
遊
」
に
備
わ
る
も
の
と
し
て
、「
後
代
を
待
の
心
」
を
挙
げ
る
。
李
白
は
過
去
の
み
に
思
い
を
寄
せ

た
が
、
屈
原
は
過
去
に
加
え
、
未
来
に
ま
で
知
己
を
求
め
た
。
鳩
巣
は
そ
の
遠
大
な
視
点
に
感
心
し
て
い
る
。「
往
者
余
弗
及
、
来
者
吾
不
聞
」

直
前
の
二
句
は
、「
惟
天
地
之
無
窮
兮
、
哀
人
生
之
長
勤
」（
天
地
の
無
窮
を
惟
ひ
、
人
生
の
長
勤
を
哀
し
む
（
で
あ
る
。
鳩
巣
が
中
秋
の
詩
に
求

め
た
「
ふ
か
き
感
」
な
い
し
「
千
載
無
窮
の
感
」
と
は
、
ま
さ
に
「
遠
遊
」
の
こ
の
箇
所
に
基
づ
く
情
感
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
「
遠
遊
」
の
作
者
を
屈
原
と
し
た
の
は
朱
熹
で
あ
る
。
鳩
巣
も
「
遠
遊
」
の
作
者
を
「
屈
子
」
す
な
わ
ち
屈
原
と
見
做
し
て
お
り
、

朱
熹
集
註
『
楚
辞
』（
慶
安
四
年
〈
一
六
五
一
〉
刊
、『
註
解
楚
辞
全
集
』
所
収
、
以
下
『
楚
辞
集
註
』（
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
巻

五
で
は
「
遠
遊
」
の
「
惟
天
地
・
・
・
吾
不
聞
」
四
句
に
、
朱
熹
の
注
が
左
の
通
り
付
さ
れ
て
い
る
。

此
章
四
言
乃
此
篇
所
以
作
之
本
意
也
。
夫
神
仙
度
世
之
説
、
無
是
理
而
不
可
期
也
審
矣
。
屈
子
於
此
乃
独
眷
眷
而
不
忘
者
何
哉
。
正
以
往
者
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之
不
可
及
、
来
者
之
不
得
聞
、
而
欲
久
生
以
俟
之
耳
。（
此
の
章
の
四
言
は
乃
ち
此
の
篇
之
を
作
る
所
以
の
本
意
な
り
。
夫
れ
神
仙
世
を
度

る
の
説
、
是
の
理
無
く
し
て
期
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
審
か
な
り
。
屈
子
此
に
於
い
て
乃
ち
独
り
眷
眷
と
し
て
忘
れ
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
正
に
往

く
者
の
及
ぶ
べ
か
ら
ず
、
来
る
者
の
聞
く
こ
と
を
得
ざ
る
を
以
て
、
而
し
て
久
し
く
生
き
て
以
て
之
を
俟
た
ん
と
欲
す
る
の
み
。（

朱
熹
は
、
こ
の
四
句
に
「
遠
遊
」
の
主
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
屈
原
は
、
過
去
や
未
来
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
神
仙
度

世
」、
す
な
わ
ち
神
仙
と
な
り
世
俗
を
超
越
す
る
願
望
を
満
た
そ
う
と
し
た
、
と
の
解
釈
を
示
す
。
不
死
身
の
仙
人
に
な
れ
ば
、
未
来
の
時
代
ま

で
生
き
延
び
て
知
己
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
来
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
の
は
、
神
仙
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
実
際
、

「
遠
遊
」
に
は
「
焉
託
乗
而
上
浮
」（
焉
く
に
か
託
乗
し
て
上
浮
せ
ん
（
と
い
っ
た
句
に
、
仙
人
と
な
り
昇
天
し
た
い
、
と
の
願
望
が
表
わ
さ
れ
て

い
る
。

実
は
、
李
白
「
把
酒
問
月
」
に
も
神
仙
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
月
は
仙
界
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
詩
で
も
、

「
皎
如
飛
鏡
臨
丹
闕
」（
皎
と
し
て
飛
鏡
の
丹
闕
に
臨
む
が
如
く
（
の
句
で
、
月
が
仙
人
の
住
処
を
想
わ
せ
る
朱
塗
り
の
宮
門
（「
丹
闕
」（
に
差
し

掛
か
っ
た
空
飛
ぶ
鏡
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

鳩
巣
が
中
秋
の
名
月
に
因
ん
で
、
李
白
と
屈
原
の
「
ふ
か
き
感
」
を
称
賛
し
た
こ
と
の
根
底
に
は
、
朱
熹
の
「
遠
遊
」
論
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
鳩
巣
の
李
白
「
把
酒
問
月
」
理
解
に
、
朱
熹
『
楚
辞
集
註
』
が
作
用
し
て
い
た
、
と
も
換
言
で
き
る
。
一
見
、
遠
く
離
れ
て
い
る
か
の
よ
う

な
盛
唐
詩
と
朱
子
学
を
繋
ぐ
も
の
の
一
つ
に
、『
楚
辞
』
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
楚
辞
』「
漁
父
」
に
典
拠
の
あ
る
「
滄
浪
」
を
別
号
と
し

た
こ
と
か
ら
も
、
鳩
巣
が
『
楚
辞
』
を
よ
く
学
ん
だ
こ
と
は
窺
え
る
が
、
李
白
と
『
楚
辞
』
の
関
連
に
、
早
く
か
ら
鳩
巣
が
注
目
し
て
い
た
こ
と

は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
（、
江
戸
は
飯
田
町
の
新
井
白
石
宅
で
開
か
れ
た
中
秋
の
宴
を
機
に
作
ら
れ
た
一
連
の
詩
に
お
い
て
、
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
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二
、
正
徳
三
年
の
中
秋
の
宴

鳩
巣
が
加
賀
の
門
人
、
青
地
兼
山
に
宛
て
た
正
徳
三
年
八
月
二
十
三
日
付
の
書
簡
（『
兼
山
秘
策
』、『
日
本
経
済
叢
書
』
巻
二 

、
二
六
三
頁
（

に
は
、
同
年
八
月
十
五
日
、
鳩
巣
が
昼
か
ら
深
夜
ま
で
白
石
宅
で
過
ご
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
翌
十
六
日
が
娘
の
命
日
に
当
た
る
た
め
、

通
常
、
十
五
夜
は
ど
こ
に
も
出
掛
け
な
い
が
、
白
石
宅
で
宴
会
が
あ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
な
の
で
行
っ
た
、
と
あ
る
。
白
石
は
二
十
年
来
、
目
薬

「
五
霊
膏
」
の
製
造
販
売
で
成
功
を
収
め
た
富
裕
な
薬
種
屋
、
益
田
助
右
衛
門
（
号
は
鶴
楼
（
の
家
で
開
催
さ
れ
る
中
秋
の
宴
に
招
か
れ
て
い
た

が
、「
一
両
年
は
酒
食
を
新
井
氏
宅
へ
持
参
致
し
候
。
当
年
も
右
助
右
衛
門
亭
主
に
て
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鶴
楼
は
一
、
二
年
前
か
ら
酒
食
を

白
石
宅
に
手
配
し
、
そ
こ
で
宴
を
主
催
し
て
い
た
。

こ
の
正
徳
三
年
の
中
秋
の
宴
で
は
、
飲
み
食
い
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
の
制
作
も
行
わ
れ
た
。
鳩
巣
は
「
新
井
氏
即
席
の
作
始
て
見
申
候
て
驚
申

候
」
と
記
し
、
白
石
が
即
興
で
作
っ
た
詩
の
見
事
な
出
来
映
え
に
感
心
し
て
い
る
。
ま
た
「
私
作
も
作
り
捨
に
仕
留
置
不
申
候
。
尤
い
づ
れ
も
見

所
無
之
詩
に
候
へ
ば
、
取
集
候
て
此
度
其
元
へ
進
申
候
に
不
及
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鳩
巣
自
身
も
詩
を
作
っ
た
が
、
ど
れ
も
上
手
く
な
い
の
で

兼
山
に
は
送
ら
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。

宴
の
酒
食
を
提
供
し
た
益
田
鶴
楼
は
、
白
石
の
唯
一
の
作
詩
の
門
人
で
あ
っ
た
。
服
部
南
郭
「
鶴
楼
伝
」（『
南
郭
先
生
文
集
』
三
編
〔
延
享
二

年
〈
一
七
四
五
〉
刊
〕
巻
七
、
及
び
『
鶴
楼
遺
編
』〔
宝
暦
十
二
年
〈
一
七
六
二
〉
刊
〕
所
収
（
に
は
、「
少
壮
事
白
石
先
生
、
以
詩
称
高
第
弟

子
」（
少
壮
よ
り
白
石
先
生
に
事
へ
、
詩
を
以
て
高
第
の
弟
子
と
称
す
（
と
あ
り
、
白
石
が
鶴
楼
の
他
に
は
詩
の
門
人
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

白
石
先
生
詩
名
海
内
数
十
年
矣
。
然
其
人
固
志
経
世
略
、
恥
以
詩
名
家
。
且
自
視
高
、
不
妄
仮
人
、
率
不
欲
人
以
弟
子
受
詩
。
以
故
登
其
門

至
寡
矣
。
而
鶴
楼
独
以
詩
見
奇
愛
於
白
石
先
生
。（
白
石
先
生
海
内
に
詩
名
あ
る
こ
と
数
十
年
。
然
れ
ど
も
其
の
人
固
よ
り
経
世
の
略
に
志



日本漢文学研究 13

— 8（ —

し
、
詩
を
以
て
名
家
た
る
こ
と
を
恥
づ
。
且
つ
自
ら
視
る
こ
と
高
く
し
て
、
妄
り
に
人
に
仮
さ
ず
、
率
ね
人
の
弟
子
を
以
て
詩
を
受
く
る
こ

と
を
欲
せ
ず
。
故
を
以
て
其
の
門
に
登
る
も
の
至
つ
て
寡
し
。
而
る
に
鶴
楼
独
り
詩
を
以
て
白
石
先
生
に
奇
と
し
愛
せ
ら
る
。（

白
石
は
当
代
日
本
屈
指
の
詩
人
と
し
て
名
声
を
得
て
い
た
が
、
経
世
家
を
自
任
し
、
詩
の
名
家
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
恥
じ
た
。
門
人
を
集

め
て
詩
を
教
授
す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
が
、
鶴
楼
は
例
外
的
に
可
愛
が
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の
伝
に
は
、「
鶴
楼
以
詩
与
吾
党
鳴
帰
徳
、
高
子
式

交
善
」（
鶴
楼
詩
を
以
て
吾
が
党
の
鳴
帰
徳
、
高
子
式
と
交
は
り
善
し
（
と
、
鶴
梁
が
詩
を
通
し
て
徂
徠
一
派
の
成
島
信
遍
・
高
野
蘭
亭
と
交
流

が
深
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
木
門
と
徂
徠
門
の
両
方
に
詩
を
媒
介
と
し
て
人
脈
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
も
か
く
こ
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
鶴
楼
の
催
し
た
宴
で
、
作
詩
が
行
わ
れ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。

白
石
の
詩
集
に
は
、
白
石
が
こ
の
宴
に
際
し
て
作
っ
た
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
癸
巳
中
秋
小
集
」（『
白
石
先
生
余
稿
』〔
享
保
二
十
年
〈
一

七
三
五
〉
刊
〕
巻
二
（
と
題
さ
れ
た
五
言
律
詩
で
、
鳩
巣
が
称
賛
し
た
「
即
席
」
の
詩
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
癸
巳
は
正
徳
三
年
で
あ
る
。

詩
題
注
に
は
「
自
注
云
、
是
夕
会
者
、
滄
浪
、
天
漪
、
観
瀾
、
新
川
、
鶴
楼
、
蠡
湖
等
十
数
輩
」（
自
注
に
云
ふ
、
是
の
夕
会
す
る
者
、
滄

浪
、
天
漪
、
観
瀾
、
新
川
、
鶴
楼
、
蠡
湖
等
十
数
輩
（
と
あ
り
、
宴
に
集
っ
た
者
と
し
て
、
鳩
巣
、
深
見
玄
岱
、
三
宅
観
瀾
、
土
肥
霞
洲
、
鶴

楼
、
都
築
随
庵
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鶴
楼
以
外
は
全
員
、
木
下
順
庵
の
門
人
で
あ
り
、
且
つ
江
戸
幕
府
に
仕
え
る
儒
臣
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
を

左
に
掲
げ
る
。

新
井
白
石
「
癸
巳
中
秋
小
集
」

二
十
二
年
秋　
　

二
十
二
年
の
秋

年
年
酔
鶴
楼　
　

年
年
鶴
楼
に
酔
ふ

梅
花
江
上
笛　
　

梅
花　

江
上
の
笛
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桂
樹
淮
南
謳　
　

桂
樹　

淮
南
の
謳

不
恨
催
衰
老　
　

恨
み
ず　

衰
老
を
催
す
こ
と
を

何
妨
及
勝
遊　
　

何
ぞ
妨
げ
ん　

勝
遊
に
及
ぶ
こ
と
を

幸
将
今
夕
月　
　

幸
ひ
に
今
夕
の
月
を
将
て

更
喜
故
人
留　
　

更
に
喜
ぶ　

故
人
の
留
ま
る
こ
と
を

首
聯
は
、
鶴
楼
主
催
の
中
秋
の
宴
が
二
十
二
年
続
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
鳩
巣
の
書
簡
と
合
致
す
る
内
容
で
あ
る
。
頸
聯
・
尾
聯
は
、
同
門

の
親
友
た
ち
が
老
い
ゆ
く
身
に
な
っ
て
も
、
名
月
の
下
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
を
喜
ぶ
。
こ
れ
ら
の
聯
は
比
較
的
平
易
で
意
味
の
把

握
に
難
は
無
い
。

他
方
、
顎
聯
は
若
干
の
分
析
と
考
察
を
要
す
る
。
ま
ず
「
梅
花
」
の
語
は
、
文
字
通
り
梅
の
花
を
指
す
の
で
は
な
い
。
李
白
の
七
言
絶
句
「
与

史
郎
中
欽
聴
黄
鶴
楼
上
吹
笛
」（『
唐
詩
訓
解
』〔
近
世
初
期
刊
〕
巻
七
（
の
後
半
に
は
「
黄
鶴
楼
中
吹
玉
笛
、
江
城
五
月
落
梅
花
」（
黄
鶴
楼
中
玉

笛
を
吹
く
、
江
城
五
月
落
梅
花
（
と
あ
る
（
傍
線
は
白
石
の
作
と
共
通
す
る
字
に
付
す
（。
木
門
で
よ
く
参
照
さ
れ
た
『
唐
詩
訓
解
』
所
載
の
注

に
は
、「
楽
府
解
題
、
梅
花
落
笛
中
曲
也
」（
楽
府
解
題
に
、
梅
花
落
は
笛
中
の
曲
な
り
（
と
、「
梅
花
落
」
が
笛
の
曲
名
で
あ
る
こ
と
が
解
説
さ

れ
て
い
る
。
白
石
の
い
う
「
梅
花
」
は
、
李
白
の
こ
の
詩
に
登
場
す
る
、
黄
鶴
楼
で
吹
か
れ
た
笛
の
曲
へ
の
言
及
で
あ
り
、
な
ぜ
「
黄
鶴
楼
」
か

と
い
え
ば
、
第
二
句
の
「
鶴
楼
」、
す
な
わ
ち
益
田
鶴
楼
の
号
か
ら
連
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
江
上
」
の
語
は
、
崔
顥
「
黄
鶴
楼
」（『
唐
詩
訓
解
』
巻
五
（
の
第
八
句
「
煙
波
江
上
使
人
愁
」（
煙
波
江
上
人
を
し
て
愁
へ
し
む
（
に

も
用
例
が
見
ら
れ
、
黄
鶴
楼
の
縁
語
で
あ
る
。
な
お
『
唐
詩
訓
解
』
に
は
、
こ
の
詩
の
注
に
「
此
篇
太
白
所
推
服
」（
此
の
篇
太
白
の
推
服
す
る

所
な
り
（
と
い
う
顧
華
玉
の
言
が
引
か
れ
て
お
り
、
李
白
を
感
服
さ
せ
た
詩
と
さ
れ
て
い
る
。
黄
鶴
楼
は
、
李
白
と
関
連
深
い
場
所
で
も
あ
る
。

白
石
の
第
四
句
「
桂
樹
淮
南
謳
」
で
は
、『
楚
辞
』
を
踏
ま
え
た
李
白
の
詩
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
李
白
の
五
言
律
詩
「
寄
淮
南
友
人
」（『
分
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類
補
註
／
李
太
白
詩
』〔
宝
永
七
年
〈
一
七
一
〇
〉
刊
〕
巻
十
三
（
の
尾
聯
に
は
、「
復
作
淮
南
客
、
因
逢
桂
樹
留
」（
復
た
淮
南
の
客
と
作
り

て
、
因
つ
て
桂
樹
に
逢
ひ
て
留
ま
る
（
と
あ
り
、
白
石
は
「
淮
南
」
と
「
桂
樹
」
の
語
を
再
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
「
留
」
の
字
も
第

八
句
の
韻
字
に
用
い
て
い
る
。『
分
類
補
註
／
李
太
白
詩
』
所
載
の
注
に
は
、「
淮
南
王
安
賓
客
号
小
山
。
作
招
隠
士
曰
、
桂
樹
叢
生
兮
山
之
幽
。

又
曰
、
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留
」（
淮
南
王
安
の
賓
客
、
小
山
と
号
す
。
招
隠
士
を
作
り
て
曰
く
、
桂
樹
山
の
幽
き
に
叢
ま
り
生
ふ
。
又
た
曰
く
、

桂
枝
を
攀
ぢ
援
い
て
聊
か
淹
留
す
（
と
あ
り
、
李
白
の
こ
の
二
句
が
、『
楚
辞
』「
招
隠
士
」
に
基
づ
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

『
楚
辞
集
註
』
巻
八
所
載
「
招
隠
士
」
の
朱
熹
註
に
は
、「
再
言
攀
援
桂
枝
、
聊
淹
留
者
、
明
原
未
有
帰
意
、
不
可
得
而
招
也
」（
再
び
言
ふ
、

桂
枝
を
攀
ぢ
援
い
て
、
聊
か
淹
留
す
る
は
、
原
未
だ
帰
る
意
有
ら
ず
、
得
て
招
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
（
と
あ
り
、
山
中
に

隠
れ
て
い
る
屈
原
を
呼
び
返
そ
う
と
し
て
も
、
桂
樹
の
枝
を
引
き
寄
せ
て
、
山
中
に
留
ま
っ
た
ま
ま
だ
、
と
い
う
内
容
を
言
い
表
す
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
桂
樹
は
月
に
生
え
る
と
さ
れ
る
が
、「
招
隠
士
」
で
は
、
屈
原
が
隠
れ
て
い
た
山
中
に
密
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

李
白
「
寄
淮
南
友
人
」
で
は
、「
招
隠
士
」
の
作
者
が
淮
南
王
の
賓
客
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
み
、
こ
の
世
の
俗
事
か
ら
離
れ
て
桂
樹
が
生
え
る

地
に
赴
き
、
そ
こ
に
留
ま
り
た
い
も
の
だ
、
と
淮
南
に
い
る
友
人
に
呼
び
か
け
る
。
翻
っ
て
白
石
は
李
白
の
こ
の
詩
を
利
用
し
て
、
桂
樹
が
生
え

る
と
い
う
月
の
も
と
で
、
旧
友
た
ち
が
集
っ
た
こ
と
の
喜
ば
し
さ
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
白
石
の
詩
の
顎
聯
は
、
鶴
楼
と
月
に
因
む
李
白
の
詩
句
を
巧
み
に
引
用
・
再
利
用
す
る
こ
と
で
作
ら
れ
て
い
る
。
白
石
宅
は
隅
田
川
に

面
し
て
お
ら
ず
、「
江
上
」
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。「
淮
南
」
も
遠
い
唐
土
の
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
そ
れ
ぞ
れ
、
実
景
と
は
直
接
関

係
の
な
い
、
黄
鶴
楼
と
月
の
縁
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
石
の
顎
聯
は
、
修
辞
的
な
美
辞
麗
句
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
特
段

の
深
い
意
味
は
な
い
、
と
見
做
す
の
は
速
断
で
あ
ろ
う
。
李
白
や
屈
原
へ
の
言
及
に
、「
ふ
か
き
感
」
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
幸
い
、
鳩
巣
が
、
こ
の
白
石
の
詩
を
読
ん
だ
感
想
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
次
節
で
取
り
上
げ
る
五
首
連
作
で
あ
る
。



室鳩巣の中秋詩 

— 89 —

三
、
鳩
巣
の
五
首
連
作

鳩
巣
は
、
白
石
「
癸
巳
中
秋
小
集
」
の
読
後
感
を
「
観
白
石
中
秋
詩
有
感
五
首
」（『
鳩
巣
先
生
文
集
』
後
編
〔
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六
三
〉

刊
〕
巻
二
（
と
題
さ
れ
た
七
言
絶
句
の
五
首
連
作
で
表
現
し
た
。
全
五
首
、
並
び
に
最
終
首
に
付
さ
れ
た
自
注
を
左
に
掲
げ
る
。

室
鳩
巣
「
観
白
石
中
秋
詩
有
感
五
首
」

〔
其
一
〕

鳳
蕭
縹
眇
上
遥
空　
　

鳳
蕭
縹
眇
と
し
て
遥
空
に
上
り

万
雉
城
頭
月
正
中　
　

万
雉　

城
頭　

月
正
に
中
る

応
是
泰
平
無
闕
事　
　

応
に
是
れ
泰
平　

闕
事
無
か
る
べ
し

徒
教
豪
傑
弄
雕
虫　
　

徒
ら
に
豪
傑
を
し
て
雕
虫
を
弄
ば
し
む

〔
其
二
〕

金
波
蕩
漾
大
江
秋　
　

金
波
蕩
漾
と
し
て
大
江
秋
な
り

甲
第
連
雲
楽
五
侯　
　

甲
第
雲
に
連
な
り
五
侯
を
楽
し
ま
し
む　

独
有
井
家
今
夜
宴　
　

独
り
井
家
今
夜
宴
有
り

年
年
猶
為
布
衣
遊　
　

年
年
猶
ほ
布
衣
の
遊
を
為
す

〔
其
三
〕

白
石
楼
頭
月
不
孤　
　

白
石
楼
頭
月
孤
な
ら
ず

風
流
文
彩
与
秋
俱　
　

風
流
文
彩
秋
と
俱
に
す
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樽
前
病
起
尚
能
賦　
　

樽
前　

病
よ
り
起
き
て
尚
ほ
能
く
賦
す

応
似
相
如
為
大
夫　
　

応
に
相
如
の
大
夫
為
る
に
似
た
る
べ
し

〔
其
四
〕

一
自
逢
迎
咫
尺
親　
　

一
た
び
逢
迎
す
る
よ
り
咫
尺
親
し

悔
将
詞
藻
待
斯
人　
　

悔
ゆ
ら
く
は
詞
藻
を
将
つ
て
斯
の
人
を
待
つ
こ
と
を

目
迷
文
彩
梅
花
賦　
　

目
は
文
彩
に
迷
ふ　

梅
花
の
賦

誰
識
李
唐
骨
鯁
臣　
　

誰
か
識
ら
ん
李
唐
骨
鯁
の
臣

〔
其
五
〕

一
酔
鶴
楼
二
十
年　
　

一
に
鶴
楼
に
酔
ふ
こ
と
二
十
年

旧
時
人
物
自
依
然　
　

旧
時
の
人
物
自
ら
依
然
た
り

近
来
風
義
多
零
落　
　

近
来
風
義
多
く
零
落
す

珍
重
汪
倫
識
謫
仙　
　

珍
重
す　

汪
倫
謫
仙
を
識
る
こ
と
を

〔
注
〕
白
石
詩
有
年
年
酔
鶴
楼
句
。
鶴
楼
是
田
生
号
、
乃
里
中
識
白
石
者
。
毎
至
中
秋
設
宴
邀
飲
。
于
今
二
十
二
年
。
以
為
故
事
云
。（
白
石

の
詩
に
「
年
年
鶴
楼
に
酔
ふ
」
の
句
有
り
。
鶴
楼
は
是
れ
田
生
の
号
、
乃
ち
里
中
に
白
石
を
識
る
者
な
り
。
中
秋
に
至
る
毎
に
宴
を
設
け
邀

飲
す
。
今
に
于
い
て
二
十
二
年
な
り
。
以
て
故
事
と
為
す
と
云
ふ
。（

注
に
「
年
年
酔
鶴
楼
」
の
句
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
詩
題
に
あ
る
「
白
石
中
秋
詩
」
が
、
具
体
的
に
は
「
癸
巳
中
秋
小
集
」
を
指
す
こ
と

が
分
か
る
。
鳩
巣
が
こ
れ
ら
五
首
を
い
つ
制
作
し
た
か
は
不
詳
だ
が
、
第
二
首
に
「
今
夜
」
と
あ
る
の
を
素
直
に
受
け
取
れ
ば
、
宴
の
席
で
作
ら

れ
た
可
能
性
も
留
保
さ
れ
る
。
た
と
い
後
日
の
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
日
数
が
経
た
な
い
内
に
作
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
白
石
は
こ
の
五
首
に
次
韻
し
た
「
和
滄
浪
見
余
詩
有
感
作
五
首
」（『
白
石
余
稿
』
巻
二
（
を
作
っ
て
お
り
、
鳩

巣
が
こ
の
五
首
を
白
石
に
見
せ
た
こ
と
も
分
か
る
。

鳩
巣
の
連
作
を
見
渡
す
と
、
第
一
・
二
首
は
白
石
宅
で
開
か
れ
た
中
秋
の
宴
に
つ
い
て
詠
み
、
第
三
～
五
首
は
特
に
白
石
一
人
に
焦
点
を
絞
っ

て
い
る
。

第
一
首
は
太
平
の
世
を
寿
ぎ
、
無
事
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
豪
傑
」
が
作
詩
な
ど
、
取
る
に
足
ら
ぬ
技
芸
に
興
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い

う
。第

二
首
は
、
月
が
照
ら
す
中
、
白
石
宅
で
宴
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
大
江
」
の
語
で
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
場
所
は
江
戸
で
あ

る
か
ら
、「
五
侯
」
の
「
甲
第
」
は
諸
藩
の
大
名
屋
敷
で
あ
ろ
う
か
。
邸
宅
に
住
ま
う
武
家
に
対
し
、
鳩
巣
た
ち
は
公
儀
に
仕
え
る
身
と
は
い

え
、
儒
者
に
過
ぎ
ず
（
鶴
楼
は
町
人
で
あ
る
（、「
布
衣
」
す
な
わ
ち
武
家
で
は
な
い
無
官
の
身
で
あ
る
と
の
自
意
識
が
窺
え
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、「
布
衣
」
は
、
無
官
の
身
か
ら
抜
擢
さ
れ
朝
廷
に
仕
官
す
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
語
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

第
三
首
は
、
杜
甫
の
七
言
律
詩
「
又
作
此
奉
衛
王
」（『
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』〔
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉
刊
〕
巻
二
十
三
・
七
言
律
・

楼
閣
類
（
の
尾
聯
「
白
頭
受
簡
焉
能
賦
、
愧
似
相
如
為
大
夫
」（
白
頭
簡
を
受
け
て
焉
く
ん
ぞ
能
く
賦
せ
ん
、
愧
づ
ら
く
は
相
如
が
大
夫
と
為
る

に
似
る
こ
と
を
（
を
再
利
用
し
、
白
石
を
司
馬
相
如
に
比
し
て
い
る
。
こ
の
杜
甫
の
詩
は
、
右
に
挙
げ
た
和
刻
本
で
「
楼
閣
類
」
に
分
類
さ
れ
、

楼
に
つ
い
て
詠
ん
で
お
り
、
鶴
楼
や
黄
鶴
楼
に
縁
が
あ
る
詩
と
し
て
も
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
、
老
ぼ
れ
た
自
分
を
指
し
て
、
詩
箋

を
渡
さ
れ
て
も
た
ち
ど
こ
ろ
に
詩
を
作
れ
ず
、
司
馬
相
如
に
比
さ
れ
る
の
が
恥
ず
か
し
い
、
と
い
う
。
鳩
巣
は
こ
れ
を
転
換
さ
せ
て
、
白
石
が
年

老
い
て
も
な
お
司
馬
相
如
の
よ
う
に
詩
賦
に
長
け
て
い
る
こ
と
を
称
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
白
石
の
「
癸
巳
中
秋
小
集
」
が
、
例
の
即
興
の

作
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
杜
甫
の
詩
に
は
、
第
六
句
に
「
曳
裾
終
日
盛
文
儒
」（
裾
を
曳
き
て
終
日
文
儒
盛
ん
な
り
（
と
あ
り
、

文
才
を
も
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
文
臣
・
儒
臣
た
ち
の
多
か
っ
た
漢
代
や
唐
代
の
朝
廷
の
様
子
を
彷
彿
さ
せ
る
。
司
馬
相
如
は
文
才
を
買
わ
れ
て
武
帝

に
仕
え
た
が
、
白
石
も
家
宣
に
抜
擢
さ
れ
た
身
で
あ
り
、
先
述
し
た
通
り
、
宴
に
集
っ
た
面
々
も
、
や
は
り
民
間
か
ら
抜
擢
さ
れ
て
幕
府
に
仕
え
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る
身
で
あ
っ
た
。

第
四
首
で
も
、
鳩
巣
は
白
石
を
朝
廷
に
仕
え
る
文
臣
に
比
す
。「
骨
鯁
之
臣
」
は
韓
愈
「
争
臣
論
」（『
唐
韓
昌
黎
集
』〔
万
治
三
年
〈
一
六
六

〇
〉
刊
〕
巻
十
四
、
及
び
『
文
章
軌
範
』〔
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
刊
〕
巻
二
、
後
者
は
「
諍
臣
論
」
に
作
る
（
の
左
の
引
用
箇
所
に
見
え
る

語
で
あ
る
。

夫
陽
子
本
以
布
衣
隠
於
蓬
蒿
之
下
。
主
上
嘉
其
行
誼
、
擢
在
此
位
。
官
以
諌
為
名
。
誠
宜
有
以
奉
其
職
、
使
四
方
後
代
、
知
朝
廷
有
直
言
骨

鯁
之
臣
、
天
子
有
不
僭
賞
、
従
諫
如
流
之
美
。（
夫
れ
陽
子
は
本
よ
り
布
衣
を
以
て
蓬
蒿
の
下
に
隠
る
。
主
上
其
の
行
誼
を
嘉
し
て
、
擢
で

て
此
の
位
に
在
り
。
官
は
諫
を
以
て
名
と
為
す
。
誠
に
宜
し
く
以
て
其
の
職
を
奉
ず
る
有
り
て
、
四
方
後
代
を
し
て
、
朝
廷
に
直
言
骨
鯁
の

臣
有
り
て
、
天
子
に
僭
賞
せ
ず
諌
に
従
ふ
こ
と
流
る
ゝ
が
如
き
の
美
有
る
こ
と
を
知
ら
し
む
べ
し
。（

「
布
衣
」
す
な
わ
ち
無
官
で
あ
っ
た
陽
城
は
、
品
行
の
正
し
さ
に
よ
っ
て
、
皇
帝
に
抜
擢
さ
れ
、
諌
議
大
夫
と
し
て
唐
朝
に
仕
官
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
陽
城
は
職
に
よ
く
励
み
、
皇
帝
に
直
言
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
ま
た
皇
帝
も
、
そ
の
直
言
に
耳
を
傾
け
る
度
量
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
広
く
知
ら
せ
る
べ
き
だ
、
と
韓
愈
は
記
す
。
鳩
巣
は
、
白
石
を
陽
城
に
比
し
、
美
し
い
詩
賦
を
作
る
姿
か
ら
は
、
阿
ら
ず
に
主
君
に
意
見
で

き
る
剛
直
な
諫
臣
で
あ
る
こ
と
な
ど
誰
が
想
像
し
よ
う
か
、
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
鳩
巣
は
第
二
・
三
・
四
首
で
、
白
石
を
「
布
衣
」
か
ら
朝

廷
の
職
に
抜
擢
さ
れ
た
漢
・
唐
の
文
臣
に
比
し
て
い
る
。
そ
れ
は
続
く
第
五
首
で
も
同
じ
で
あ
る
。

第
五
首
に
は
「
汪
倫
」
と
「
謫
仙
」
が
登
場
す
る
。
汪
倫
は
、
李
白
に
酒
を
ふ
る
ま
っ
た
友
人
で
、
李
白
「
贈
汪
倫
」（『
分
類
補
註
／
李
太
白

詩
』
巻
十
二
（
に
「
桃
花
潭
水
深
千
尺
、
不
及
汪
倫
送
我
情
」（
桃
花
潭
水
深
き
こ
と
千
尺
、
汪
倫
が
我
を
送
る
情
に
及
ば
ず
（
と
詠
ま
れ
る
よ

う
に
、
李
白
と
深
い
友
情
で
結
ば
れ
て
い
た
。「
謫
仙
」
と
は
仙
界
を
追
わ
れ
て
こ
の
世
に
現
れ
た
仙
人
を
意
味
し
、
杜
甫
「
寄
李
白
」（『
古
文

真
宝
』
前
編
巻
上
（
に
「
昔
年
有
狂
客
、
号
爾
謫
仙
人
」（
昔
年
狂
客
有
り
、
爾
を
謫
仙
人
と
号
す
（
と
あ
る
よ
う
に
、
李
白
の
別
名
で
あ
る
。
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鳩
巣
は
、
白
石
を
李
白
に
、
ま
た
鶴
楼
を
汪
倫
に
比
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
句
の
「
近
来
風
義
多
零
落
」（
近
来
風
義
多
く
零
落
す
（
は
、
李
白
の
五
言
古
詩
「
答
高
山
人
兼
呈
権
顧
二
侯
」（『
分
類
補
註
／
李
太
白

詩
』
巻
十
九
（
の
「
風
義
未
淪
替
」（
風
義
未
だ
淪
替
せ
ず
（
に
基
づ
く
。
こ
の
詩
に
は
、「
謬
揮
紫
泥
詔
、
献
納
青
雲
際
。
讒
惑
英
主
心
、
恩
疎

佞
臣
計
」（
謬
つ
て
紫
泥
の
詔
を
揮
ひ
て
、
献
納
す
青
雲
の
際
。
英
主
の
心
を
讒
惑
し
て
、
恩
は
佞
臣
の
計
に
疎
し
（
の
二
聯
が
示
す
通
り
、
皇

帝
に
抜
擢
さ
れ
た
李
白
が
、
翰
林
供
奉
と
し
て
朝
廷
に
仕
官
し
た
が
、
邪
悪
な
臣
下
に
陥
れ
ら
れ
た
せ
い
で
、
皇
帝
の
寵
愛
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

経
緯
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
李
白
は
朝
廷
を
去
る
が
、
李
白
は
そ
の
こ
と
を
「
登
艪
望
遠
水
、
忽
見
滄
浪
枻
」（
艪
に
登
つ
て
遠
水
を
望
め
ば
、
忽
ち
滄
浪
の
枻

を
見
る
（
と
、『
楚
辞
』「
漁
父
」
に
言
及
し
、
自
身
を
放
逐
さ
れ
た
屈
原
に
比
す
る
形
で
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
失
意
の
中
で
出
会
っ
た
「
高
山

人
」
は
、「
衣
貌
本
淳
古
、
文
章
多
佳
麗
。
延
引
故
郷
人
、
風
義
未
淪
替
」（
衣
貌
本
よ
り
淳
古
、
文
章
佳
麗
多
し
。
故
郷
の
人
を
延
き
引
き
て
、

風
義
未
だ
淪
替
せ
ず
（
と
形
容
さ
れ
、
身
な
り
が
純
朴
・
高
潔
で
学
識
が
あ
り
、
同
郷
の
人
と
の
友
情
を
大
切
に
し
て
徳
義
を
守
る
人
で
あ
っ

た
。
低
俗
な
臣
下
が
の
さ
ば
る
朝
廷
を
逃
れ
て
き
て
、
優
れ
た
人
物
と
の
出
会
い
に
慰
め
ら
れ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

李
陽
冰
「
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
」（『
分
類
補
註
／
李
太
白
詩
』
首
巻
（
で
は
、「
布
衣
」
か
ら
抜
擢
さ
れ
、
讒
言
を
受
け
た
後
に
「
謫
仙
人
」

と
呼
ば
れ
た
李
白
の
略
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。
煩
を
厭
わ
ず
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

天
宝
中
皇
祖
下
詔
徴
就
金
馬
。
降
輦
歩
迎
如
見
綺
皓
。
以
七
宝
牀
賜
食
御
手
調
羹
以
飯
之
謂
曰
、
卿
是
布
衣
名
為
朕
知
。
非
素
蓄
道
義
、
何

以
及
此
。
置
於
金
鑾
殿
、
出
入
翰
林
中
、
問
以
国
政
。
潜
草
詔
誥
、
人
無
知
者
。
醜
正
同
列
、
害
能
成
謗
、
格
言
不
入
。
帝
用
疏
之
。
公
乃

浪
跡
縦
酒
以
自
昏
穢
。
詠
歌
之
際
屢
称
東
山
。
又
与
賀
知
章
崔
宗
之
等
自
為
八
仙
之
遊
、
謂
公
謫
仙
人
。
朝
列
賦
謫
仙
之
歌
凡
数
百
首
、
多

言
公
之
不
得
意
。
天
子
知
其
不
可
留
乃
賜
金
帰
之
。（
天
宝
中
皇
祖
詔
を
下
さ
れ
て
徴
さ
れ
て
金
馬
に
就
く
。
輦
を
降
つ
て
歩
迎
す
る
こ
と

綺
皓
を
見
る
が
如
し
。
七
宝
の
牀
を
以
て
食
を
賜
ひ
御
手
に
羹
を
調
へ
て
以
て
之
に
飯
ら
は
し
て
謂
ひ
て
曰
く
、
卿
は
是
れ
布
衣
な
れ
ど
も
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名
朕
が
為
に
知
ら
る
。
素
よ
り
道
義
を
蓄
ふ
る
に
非
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
か
此
に
及
ば
ん
、
と
。
金
鑾
殿
に
置
か
れ
、
翰
林
の
中
に
出
入
し

て
、
問
ふ
に
国
政
を
以
て
す
。
潜
か
に
詔
誥
を
草
し
て
、
人
知
る
者
無
し
。
醜
正
の
同
列
、
能
を
害
し
謗
り
を
成
し
て
、
格
言
入
ら
ず
。
帝

用
ひ
て
之
を
疏
ん
ず
。
公
乃
ち
跡
を
浪
り
に
し
酒
を
縦
に
し
て
以
て
自
ら
昏
穢
す
。
詠
歌
の
際
屢
東
山
を
称
す
。
又
た
賀
知
章
、
崔
宗
之
等

と
自
ら
八
仙
の
遊
を
為
す
に
、
公
を
謫
仙
人
と
謂
ふ
。
朝
列
謫
仙
の
歌
を
賦
す
る
こ
と
凡
べ
て
数
百
首
、
多
く
は
公
の
意
を
得
ざ
る
こ
と
を

言
ふ
。
天
子
其
の
留
む
べ
か
ら
ざ
る
を
知
つ
て
乃
ち
金
を
賜
ひ
て
之
を
帰
す
。（

こ
の
箇
所
の
大
意
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
天
宝
年
間
、
皇
帝
の
玄
宗
が
李
白
を
翰
林
供
奉
に
採
用
し
た
際
、「
朕
の
耳
に
無
官
の
そ
な
た
の
評

判
が
入
っ
た
の
は
、
普
段
か
ら
道
義
に
優
れ
て
い
た
か
ら
だ
」
と
語
っ
た
。
も
と
よ
り
無
官
で
あ
っ
た
李
白
は
、「
国
政
」
に
つ
い
て
皇
帝
の
諮

問
を
受
け
、
皇
帝
の
た
め
に
文
書
を
起
草
す
る
よ
う
な
重
職
に
大
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
義
を
嫌
う
同
僚
か
ら
言
わ
れ
な
き
誹

謗
を
受
け
、
皇
帝
は
李
白
の
建
言
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
落
胆
し
た
李
白
は
、
酒
を
飲
ん
で
詩
を
作
り
、
賀
知
章
や
崔
宗
之
た
ち
と
、
い

わ
ゆ
る
「
飲
中
八
仙
」
の
交
わ
り
を
持
っ
て
、「
謫
仙
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
数
百
首
に
も
上
る
こ
の
時
期
の
李
白
の
詩
は
、
そ
の
多
く
が
「
意
を

得
ざ
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
自
身
の
失
意
な
い
し
不
遇
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
玄
宗
は
李
白
が
も
は
や
朝
廷
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
悟

り
、
金
を
や
っ
て
放
っ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
鳩
巣
の
第
五
首
は
、
同
僚
の
讒
言
を
受
け
、
皇
帝
の
寵
愛
を
失
っ
て
失
意
の
中
に
い
る
李
白
に
、
白
石
を
比
し
て
い

る
。
李
白
の
詩
で
は
、「
風
義
」
の
語
が
、
高
山
人
の
優
れ
た
人
格
と
の
関
連
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
鳩
巣
の
詩
で
は
、
原
詩
の
「
未
淪
替
」

（
衰
え
て
い
な
い
（
を
真
逆
の
意
味
に
反
転
さ
せ
て
「
多
零
落
」（
多
分
に
衰
え
て
い
る
（
と
い
い
、
近
ご
ろ
品
徳
を
欠
く
者
が
増
え
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
門
の
旧
情
や
鶴
楼
の
友
情
が
大
変
貴
重
に
思
え
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
こ
ろ
、
白
石
の
身
辺
で
は
、
一
体
何
が

起
き
て
い
た
の
か
。
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四
、
家
宣
の
死

白
石
が
致
仕
し
た
の
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
（
で
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
（
中
秋
の
時
点
で
は
ま
だ
幕
府
に
仕
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
約
一
年
前
、
白
石
を
失
意
に
陥
れ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
主
君
家
宣
の
死
で
あ
る
。

家
宣
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
（
十
月
十
四
日
に
薨
去
し
た（

7
（

。
白
石
の
自
伝
『
折
た
く
柴
の
記
』
巻
下
で
は
、
そ
の
直
後
の
白
石
の
心
境
が
次

の
よ
う
に
思
い
返
さ
れ
て
い
る（

8
（

。

此
年
比
我
仕
ま
い
ら
せ
し
所
も
、
上
の
待
た
せ
給
ひ
し
所
も
、
よ
の
つ
ね
の
人
に
た
ぐ
ふ
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
、
我
心
に
思
ふ
所
は
申
さ
ず

と
い
ふ
事
も
な
く
、
上
も
ま
た
我
申
す
所
御
心
を
用
ひ
ら
れ
ず
と
い
ふ
事
も
お
は
し
ま
さ
ず
。
上
す
で
に
な
く
な
ら
せ
給
は
む
後
は
、
我
た

と
ひ
い
ふ
事
あ
り
と
も
、
誰
か
は
ま
た
こ
れ
を
き
く
べ
き
。
さ
き
に
、「
我
つ
か
へ
の
み
ち
も
今
を
限
り
と
な
り
ぬ
」
と
申
せ
し
は
、
此
事

の
た
め
に
て
あ
り
き
。
さ
れ
ど
、「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
深
く
遠
く
謀
ら
せ
給
ひ
し
所
の
い
ま
だ
行
は
せ
給
ふ
に
及
ば
で
、
か
く
れ
さ

せ
給
ふ
御
き
は
ま
で
も
、
承
り
に
し
御
事
共
は
、
我
い
か
に
も
、
其
御
志
の
ほ
ど
の
行
は
れ
ん
事
を
お
も
ひ
は
か
る
べ
し
」
と
の
御
事
と
こ

そ
覚
ゆ
れ
。

「
上
」
は
将
軍
家
宣
を
指
す
。
白
石
は
思
う
と
こ
ろ
を
余
さ
ず
家
宣
に
直
言
し
、
家
宣
も
白
石
の
諫
言
を
受
け
容
れ
た
。
し
か
し
、
家
宣
が
亡

き
後
、
白
石
の
意
見
を
聞
く
人
は
い
な
く
な
っ
た
。
儒
臣
と
し
て
の
白
石
の
役
目
は
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
と
は
い
え
、
家
宣
の
遺

志
を
継
ぎ
、
生
前
に
企
図
し
た
政
策
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
働
こ
う
、
と
白
石
は
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

家
宣
の
歿
後
、
白
石
の
諫
臣
と
し
て
の
立
場
が
崩
れ
て
い
っ
た
様
子
は
、『
折
た
く
柴
の
記
』
巻
下
に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
家
宣
の
存
命

中
、
白
石
の
意
見
は
よ
く
幕
政
に
反
映
さ
れ
た
が
、
正
徳
三
年
三
月
に
白
石
が
行
っ
た
建
議
（「
白
石
建
議
」
第
一
～
三
、『
新
井
白
石
全
集
』
第
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六
巻
所
収
（
は
、
老
中
た
ち
に
よ
っ
て
こ
と
ご
と
く
却
下
さ
れ
た
。
ま
た
家
宣
に
疎
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
大
学
頭
の
林
鳳
岡
が
存
在
感
を
増
し
て
い

き
、
白
石
と
烈
し
く
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
増
え
た
。
白
石
の
建
議
か
却
下
さ
れ
た
の
と
同
じ
時
期
に
、
鳳
岡
が
「
正
徳
」
元
号
の
制
定
を
め

ぐ
っ
て
白
石
を
執
拗
に
批
判
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
白
石
は
「
例
の
曲
学
阿
世
の
故
智
に
よ
り
て
、
ふ
た
ゝ
び
時
に
あ
ふ
べ
き
事
を
こ
ひ
ね
が
ふ

姦
計
に
出
し
と
ぞ
み
え
た
る
」
と
、
鳳
岡
が
自
分
を
陥
れ
て
、
の
し
上
が
ろ
う
と
悪
だ
く
み
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
苦
々
し
く
思
い
出
し
て
い

る
。更

に
、
白
石
は
正
徳
三
年
五
月
ご
ろ
の
実
感
と
し
て
、「
我
よ
く
し
ろ
し
め
さ
れ
し
御
事
の
な
く
な
り
給
は
む
後
に
は
、
我
言
の
行
は
れ
ざ
ら

む
は
、
去
年
の
九
月
廿
七
日
よ
り
思
ま
う
け
ぬ
」
と
思
い
返
し
て
記
し
て
い
る
。
病
状
の
悪
化
し
た
家
宣
が
死
期
を
悟
り
、
後
継
ぎ
に
つ
い
て
白

石
ら
に
相
談
し
た
正
徳
二
年
九
月
二
十
七
日
の
時
点
か
ら
、
自
分
の
意
見
が
、
家
宣
の
亡
き
後
は
、
幕
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
察
知
し
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
。

よ
っ
て
、
鳩
巣
の
詩
に
あ
っ
た
「
李
唐
骨
鯁
の
臣
」
は
家
宣
が
存
命
中
に
盛
ん
に
直
言
し
た
白
石
、「
謫
仙
」
は
家
宣
歿
後
の
失
意
の
白
石
の

姿
で
あ
る
と
い
え
る
。「
風
義
」
の
典
拠
で
あ
る
李
白
の
詩
（「
答
高
山
人
兼
呈
権
顧
二
侯
」（
に
あ
る
「
佞
臣
」
は
、
白
石
か
ら
見
た
林
鳳
岡
の

姿
と
重
な
り
合
う
。
李
白
の
場
合
、「
佞
臣
」
が
讒
言
し
た
の
は
玄
宗
の
存
命
中
で
、
白
石
の
場
合
は
、
家
宣
歿
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
家
宣

の
遺
志
を
思
う
よ
う
に
実
現
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
主
君
の
恩
沢
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
李
白
と
類
似
し
た
境
遇
に
あ
っ

た
。
家
宣
の
後
を
継
い
だ
家
継
は
、
家
宣
の
子
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
わ
ず
か
五
歳
で
あ
り
、
白
石
の
よ
き
同
僚
で
あ
っ
た
間
部
詮
房
も
、
実
権

を
失
っ
た
。
結
果
、
誰
も
白
石
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
く
な
っ
た
。
鳩
巣
の
い
う
「
風
義
」
の
「
零
落
」
は
、
こ
の
よ
う
な
直
近
一
年
間
の
現
実

を
暗
示
し
た
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

放
逐
さ
れ
た
屈
原
に
自
ら
の
身
の
上
を
重
ね
合
わ
せ
た
李
白
の
姿
に
、
更
に
白
石
の
境
遇
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
は
、
鳩
巣
だ
け
で
な
く
、
白
石

自
身
も
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
白
石
「
癸
巳
中
秋
小
集
」
の
顎
聯
、「
梅
花
江
上
笛
、
桂
樹
淮
南
謳
」
を
検
討
し
よ
う
。「
江
上
」
の
語
に
注
目

す
る
と
、
李
白
の
作
に
「
江
上
吟
」（『
唐
詩
訓
解
』
巻
二
（
と
題
さ
れ
た
七
言
古
詩
が
あ
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
舟
に
乗
り
、「
玉
簫
金
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管
」、
す
な
わ
ち
金
玉
で
飾
ら
れ
た
簫
や
笛
が
奏
で
ら
れ
る
中
、
豪
快
に
「
美
酒
」
を
飲
み
、
詩
を
作
る
李
白
自
身
の
姿
が
描
か
れ
る
詩
だ
が
、

第
七
・
八
句
は
「
屈
平
詞
賦
懸
日
月
、
楚
王
台
榭
空
山
丘
」（
屈
平
が
詞
賦
は
日
月
を
懸
け
、
楚
王
の
台
榭
は
空
し
く
山
丘
（
と
、
屈
原
の
詩
が

太
陽
や
月
と
並
ん
で
今
も
な
お
光
り
輝
く
の
に
対
し
、
楚
王
の
立
派
な
楼
閣
は
今
や
跡
形
も
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
楚
王
」
は
屈
原

の
主
君
、
懐
王
で
、
屈
原
の
諫
言
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
秦
に
敗
れ
て
滅
亡
し
た
。
一
方
、
自
身
の
意
見
を
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
屈
原
は
、
絶
望
し
て
入
水
自
殺
し
た
。
李
白
が
こ
こ
で
屈
原
と
楚
王
に
言
及
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、『
唐
詩
訓
解
』
注
に
あ
る
左
の
記
述
が

参
考
に
な
る
。

因
思
屈
平
尽
忠
於
君
、
作
離
騒
以
諷
諫
。
其
文
堪
与
日
月
争
光
。
然
而
王
危
国
削
無
補
於
楚
。
我
又
何
必
眷
眷
于
朝
廷
乎
。
惟
以
詩
酒
自
娯

耳
。（
因
つ
て
思
ふ
、
屈
平
、
忠
を
君
に
尽
く
し
、
離
騒
を
作
り
て
以
て
諷
諫
す
。
其
の
文
日
月
と
光
を
争
ふ
に
堪
ふ
。
然
り
而
し
て
王
危

ふ
く
国
削
ら
れ
楚
に
補
無
し
。
我
又
た
何
ぞ
必
ず
し
も
朝
廷
に
眷
眷
た
ら
ん
や
。
惟
だ
詩
酒
を
以
て
自
ら
娯
し
む
の
み
。（

屈
原
は
主
君
の
懐
王
に
忠
誠
を
尽
く
し
、「
離
騒
」
を
作
っ
て
諫
言
し
た
。
し
か
し
楚
は
滅
ぼ
さ
れ
、
屈
原
の
諫
言
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
李
白
は
、
屈
原
の
よ
う
に
思
い
詰
め
て
死
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
詩
と
酒
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
廷
の
こ
と
で
齷
齪
す
る

の
を
や
め
た
、
と
あ
る
。

白
石
は
、
家
宣
へ
の
忠
誠
を
捨
て
な
か
っ
た
が
、
李
白
同
様
、
生
き
て
詩
と
酒
を
楽
し
む
こ
と
を
選
ん
だ
。
白
石
の
対
句
「
梅
花
江
上
笛
、
桂

樹
淮
南
謳
」
は
、
月
と
鶴
楼
を
巧
み
に
詠
み
込
ん
だ
言
葉
遊
び
で
あ
る
の
に
加
え
、
家
宣
の
薨
去
後
は
じ
め
て
の
中
秋
の
宴
で
詩
酒
を
楽
し
む
自

身
の
境
遇
を
、
朝
廷
を
去
っ
た
後
、「
江
上
吟
」
を
詠
み
、
屈
原
を
想
い
な
が
ら
詩
を
作
っ
た
李
白
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
、
深
い
洞
察
を
も

含
ん
で
い
る
。
鳩
巣
は
こ
の
意
を
十
分
に
汲
ん
だ
上
で
、
自
身
の
五
首
を
連
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
鳩
巣
の
第
三
首
の
第
四
句
に
用
い
ら
れ
る
「
病
起
」
の
二
字
は
、
杜
甫
「
寄
李
白
」（『
古
文
真
宝
』
前
編
巻
上
（
の
「
老
吟
秋
月
下
、
病
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起
暮
江
浜
」（
老
い
て
吟
ず
秋
月
の
下
、
病
よ
り
起
く
暮
江
の
浜
（
を
踏
ま
え
る
。
年
老
い
た
李
白
が
、
秋
の
月
の
も
と
で
詩
を
作
り
、
河
の
ほ

と
り
で
病
か
ら
恢
復
す
る
様
子
を
杜
甫
が
想
像
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
李
白
は
、
皇
帝
の
抜
擢
、
朝
廷
へ
の
仕
官
、
そ
し
て
皇
帝
の
寵
愛
の
喪

失
を
経
た
、
年
老
い
た
詩
人
で
あ
り
、
中
秋
の
月
を
眺
め
な
が
ら
詩
を
作
る
、
失
意
の
白
石
の
姿
と
重
な
る
。

た
だ
し
、
白
石
や
鳩
巣
た
ち
が
、
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
思
わ
れ
な
い
。
旧
友
た
ち
と
詩
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
永
世
を

照
ら
す
月
を
眺
め
、
李
白
や
屈
原
に
思
い
を
致
し
た
時
、
公
儀
に
仕
え
る
儒
臣
と
し
て
守
る
べ
き
高
潔
な
矜
持
が
補
強
さ
れ
、
心
が
奮
い
立
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
正
徳
三
年
中
秋
に
、
古
人
を
思
い
、「
一
気
に
古
今
を
洞
観
」
す
る
詩
を
応
酬
し
た
実
体
験
が
、
本
稿
冒
頭
で
確
認
し

た
詩
の
「
ふ
か
き
感
」
を
め
ぐ
る
鳩
巣
の
議
論
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
。

五
、
白
石
の
次
韻

白
石
は
、
前
節
で
見
た
鳩
巣
の
五
首
連
作
に
次
韻
し
て
、「
和
滄
浪
見
余
詩
有
感
作
五
首
」（『
白
石
余
稿
』
巻
二
（
を
作
っ
た
。
第
一
・
四
首

の
第
一
句
を
除
き
、
全
て
鳩
巣
と
同
じ
韻
字
を
用
い
る
。
左
に
全
五
首
を
掲
げ
る
。

新
井
白
石
「
和
滄
浪
見
余
詩
有
感
作
五
首
」

〔
其
一
〕

梁
園
授
簡
尽
才
雄　
　

梁
園　

簡
を
授
か
る
は
尽
く
才
雄

上
客
相
如
意
気
中　
　

上
客
の
相
如　

意
気
の
中

豈
料
茂
陵
多
病
日　
　

豈
に
料
ら
ん
や　

茂
陵　

多
病
の
日

秋
深
四
壁
聴
鳴
虫　
　

秋
深
く
し
て
四
壁
に
鳴
虫
を
聴
く
と
は
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〔
其
二
〕

孤
剣
霜
吹
両
鬂
秋　
　

孤
剣　

霜
吹　

両
鬂
の
秋

拠
鞍
何
復
為
封
侯　
　

鞍
に
拠
り
て
何
ぞ
復
た
封
侯
を
為
さ
ん

老
来
辜
負
平
生
志　
　

老
来　

辜
負
す　

平
生
の
志

憶
苦
当
年
馬
少
游　
　

苦
に
憶
ふ　

当
年
の
馬
少
游

〔
其
三
〕

万
里
江
流
片
月
孤　
　

万
里
江
流　

片
月
孤
な
り

南
飛
雁
与
白
雲
俱　
　

南
飛
の
雁　

白
雲
と
俱
に
す

当
時
非
有
滄
浪
曲　
　

当
時
滄
浪
の
曲
有
る
に
非
ず

憔
悴
誰
憐
楚
大
夫　
　

憔
悴　

誰
か
憐
れ
ま
ん　

楚
大
夫

〔
其
四
〕

西
風
一
夕
起
青
蘋　
　

西
風　

一
夕　

青
蘋
起
こ
り

揺
落
秋
天
愁
殺
人　
　

揺
落　

秋
天　

人
を
愁
殺
す

空
記
貞
観
太
平
日　
　

空
し
く
記
す　

貞
観　

太
平
の
日

玄
成
幸
自
作
良
臣　
　

玄
成
幸
ひ
に
自
ら
良
臣
と
作
す
こ
と
を

〔
其
五
〕

一
行
為
吏
二
十
年　
　

一
行　

吏
と
為
り
て
よ
り
二
十
年

説
到
前
朝
更
悵
然　
　

前
朝
に
説
き
到
れ
ば
更
に
悵
然
た
り

莫
問
桃
花
源
上
路　
　

問
ふ
こ
と
莫
か
れ　

桃
花
源
上
の
路
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武
陵
何
必
是
神
仙　
　

武
陵
何
ぞ
必
ず
し
も
是
れ
神
仙
な
ら
ん

第
一
首
か
ら
第
四
首
ま
で
は
、
各
首
で
一
名
ず
つ
の
古
人
に
自
ら
を
比
し
て
い
る
。
第
一
首
は
司
馬
相
如
で
、
鳩
巣
の
第
三
首
へ
の
応
答
で
あ

る
。
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
時
分
の
相
如
は
意
を
得
て
い
た
が
、
老
後
は
病
に
伏
し
て
、
秋
の
愁
い
が
身
に
染
み
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
失
意

の
中
に
あ
る
白
石
自
身
の
状
況
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。「
茂
陵
多
病
日
」
の
句
は
、
杜
甫
「
琴
台
」（『
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』〔
明
暦
二
年

〈
一
六
五
六
〉
跋
刊
〕
巻
十
六
（
の
第
一
句
「
茂
陵
多
病
後
」（
茂
陵
多
病
の
後
（
の
敷
き
写
し
で
あ
る
。

第
二
首
で
詠
ま
れ
る
の
は
漢
代
の
武
将
、
馬
援
で
あ
る
。『
蒙
求
』（『
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
』、
天
和
二
年
〈
一
六
八
二
〉
刊
（
巻
上
「
伏
波

標
柱
」
で
は
、「
大
志
」
を
抱
い
た
年
若
い
馬
援
が
、「
丈
夫
為
志
、
窮
当
益
堅
、
老
当
益
壮
」（
丈
夫
志
を
為
さ
ん
こ
と
、
窮
し
て
は
当
に
益
堅

か
る
べ
く
、
老
ひ
て
は
当
に
益
壮
な
る
べ
し
（
と
、
年
老
い
て
も
強
い
志
を
持
つ
べ
き
だ
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
。
白
石
は
自
ら
の
意
気
揚
々
と
し

た
若
か
り
し
頃
を
馬
援
に
な
ぞ
ら
え
、
旧
来
の
志
に
背
い
た
こ
と
を
嘆
く
。
こ
れ
も
老
い
と
失
意
の
詩
で
あ
る
。

第
三
首
で
は
、
自
ら
を
「
楚
大
夫
」
す
な
わ
ち
屈
原
に
比
し
て
い
る
。「
滄
浪
曲
」
は
『
楚
辞
』「
漁
父
」
で
、
漁
師
が
屈
原
に
出
会
い
、「
滄

浪
之
水
清
兮
可
以
濯
吾
纓
、
滄
浪
之
水
濁
兮
可
以
濯
吾
足
」（
滄
浪
の
水
清
ま
ば
以
て
吾
が
纓
を
濯
ふ
べ
く
、
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
以
て
吾
が
足
を

濯
ふ
べ
し
（
と
歌
っ
た
曲
を
指
す
。
頑
固
な
ほ
ど
ま
で
に
純
粋
に
過
ぎ
る
屈
原
に
対
し
、
漁
師
は
流
れ
に
身
を
任
せ
る
よ
う
に
勧
め
る
。
だ
が
、

白
石
は
今
の
世
に
「
滄
浪
曲
」
が
無
い
こ
と
い
う
。
狡
猾
な
世
渡
り
上
手
に
な
る
こ
と
を
拒
否
す
る
意
志
、
ま
た
亡
き
主
君
の
家
宣
に
対
す
る
忠

誠
の
誓
い
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

第
四
首
で
は
、「
玄
成
」
こ
と
貞
観
の
治
に
貢
献
し
た
唐
朝
の
功
臣
、
魏
徴
に
自
身
を
な
ぞ
ら
え
る
。
魏
徴
の
詩
「
述
懐
」（『
唐
詩
訓
解
』
巻

一
（
に
は
、「
深
懐
国
士
恩
」（
深
く
国
士
の
恩
を
懐
ふ
（
や
、「
季
布
無
二
諾
、
侯
嬴
重
一
言
」（
季
布
二
諾
無
く
、
侯
嬴
一
言
を
重
ん
ず
（
と
あ

り
、
主
君
に
忠
誠
を
尽
く
す
臣
下
と
臣
下
の
進
言
を
大
切
に
す
る
主
君
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
家
宣
と
白
石
が
結
ん
で
い
た
君
臣
の
厚
い
信
頼

関
係
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
も
う
過
去
の
も
の
で
、
今
は
む
な
し
く
思
い
出
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
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第
五
首
の
「
前
朝
」
は
、
家
宣
が
存
命
で
あ
っ
た
頃
を
指
す
。『
折
た
く
柴
の
記
』
自
序
の
「
前
代
の
御
め
ぐ
み
を
う
け
し
事
は
、
よ
の
つ
ね

な
ら
ざ
り
し
事
を
も
、
お
も
ひ
し
る
事
も
あ
り
な
む
に
は
、
忠
と
孝
と
の
道
に
も
た
が
は
ざ
る
事
も
あ
り
な
ま
じ
」
で
「
前
代
」
と
記
さ
れ
る
の

に
同
じ
で
あ
る
。
白
石
が
家
宣
の
儒
臣
と
な
っ
た
の
は
、
家
宣
が
ま
だ
甲
府
藩
主
で
あ
っ
た
頃
で
あ
り
、「
二
十
年
」
は
、
白
石
が
儒
臣
と
し
て

家
宣
に
仕
え
た
期
間
を
い
う
。
そ
れ
は
鶴
梁
主
催
の
中
秋
の
宴
が
続
い
て
き
た
「
二
十
二
年
」
と
重
な
っ
て
い
た
。
い
つ
の
世
も
照
ら
し
続
け
る

月
を
眺
め
な
が
ら
、
家
宣
に
仕
え
た
「
二
十
年
」
と
中
秋
宴
の
「
二
十
年
」
が
、
感
慨
深
く
思
い
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
白
石
は
、
完
全
な
隠
者
な
い
し
世
捨
て
人
に
な
る
こ
と
を
選
ば
な
い
、
と
詩
の
中
で
表
現
す
る
。
李
白
は
「
山
中
答
俗
人
」（『
古
文

真
宝
』
前
編
巻
中
（
で
、「
桃
花
流
水
宛
然
去
、
別
有
天
地
非
人
間
」（
桃
花
流
水
宛
然
と
し
て
去
る
、
別
に
天
地
の
人
間
に
非
ざ
る
有
り
（
と
、

桃
源
郷
が
人
間
界
と
は
隔
絶
さ
れ
た
別
世
界
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
た
が
、
蘇
軾
は
「
書
王
定
国
所
蔵
煙
江
畳
嶂
図
王
晋
卿
画
」（『
古
文
真
宝
』
前

編
巻
中
（
で
、「
桃
花
流
水
在
人
世
、
武
陵
豈
必
皆
神
仙
」（
桃
花
流
水
人
世
に
在
り
、
武
陵
の
み
豈
に
必
ず
し
も
皆
神
仙
な
ら
ん
や
（
と
、
李
白

に
反
論
し
、「
武
陵
」
す
な
わ
ち
桃
源
郷
を
、
仙
界
で
は
な
く
人
間
の
世
に
も
見
出
し
得
る
こ
と
を
い
っ
た
。
白
石
も
第
五
首
の
結
句
で
、
蘇
軾

と
同
じ
見
解
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
白
石
は
し
ば
ら
く
幕
府
に
残
り
、
逆
風
の
中
で
あ
っ
て
も
、
家
宣
の
遺
志
を
継
い
で
貨
幣
改
良
な
ど
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
鳩
巣
が
、
家
宣
の
歿
後
す
ぐ
の
正
徳
二
年
十
一
月
、
す
ぐ
に
身
を
引
く
よ
う
白
石
に
勧
め
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば（

9
（

、
白
石

の
こ
の
句
は
、
主
君
を
失
い
、
失
意
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ま
だ
引
退
し
な
い
ぞ
、
と
い
う
鳩
巣
へ
の
個
人
的
な
返
答
と
し
て
も
解
せ
る
。

な
お
白
石
が
、
盛
唐
詩
に
加
え
、
蘇
軾
を
含
む
宋
詩
を
よ
く
学
び
、
作
詩
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
本
道
明
氏
と
池
澤
一
郎

氏
の
論
が
備
わ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、
李
白
の
豪
放
さ
と
蘇
軾
の
落
ち
着
き
が
う
ま
く
調
和
し
、
盛
唐
詩
と
宋
詩
が
補
完
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ

う
。
ま
た
吉
川
幸
次
郎
氏
は
、
白
石
連
作
の
第
一
・
三
・
五
首
を
紹
介
し
、「
罷
官
後
の
作
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
（
以
降

の
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
に
検
討
し
た
通
り
、
実
際
は
罷
官
前
の
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
（
中
秋
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
同
氏
が
第
五

首
の
「
前
朝
」
を
「
家
宣
家
継
の
時
代
」
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
の
も
、
正
確
に
は
家
宣
の
時
代
で
あ
る（

（（
（

。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
正
徳
三
年
の
中
秋
の
宴
に
際
し
て
新
井
白
石
が
作
っ
た
五
言
律
詩
「
癸
巳
中
秋
小
集
」
で
言
及
さ
れ
る
李
白
と
屈
原
が
、
白
石
や

室
鳩
巣
に
よ
っ
て
如
何
な
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
鳩
巣
が
作
っ
た
「
観
白
石
中
秋
詩
有
感
五
首
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
考
察

し
、
白
石
の
次
韻
詩
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
。
結
果
、
李
白
や
屈
原
が
、
一
度
は
朝
廷
で
仕
官
し
、
主
君
に
諫
言
す
る
立
場
に
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
、
不
幸
に
も
主
君
の
寵
愛
を
失
い
、
朝
廷
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
人
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
六
代
将
軍
家
宣
の
前
年
の
死
に
よ
っ
て
、
白
石
が
二
十
年
来
の
主
君
を
失
い
、
幕
府
に
お
け
る
発
言
力
が
著
し
く
低
下
し
た
実
際
の
状
況
が

あ
っ
た
。

鳩
巣
や
白
石
の
詩
は
、
語
句
の
上
で
は
盛
唐
詩
の
模
擬
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
全
て
が
虚
構
や
言
葉
遊
び
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
少

な
く
と
も
本
稿
で
検
討
し
た
一
連
の
詩
に
は
、
家
宣
の
歿
後
、
白
石
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
現
実
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
詩
に
お
い
て
は

誇
張
や
潤
色
は
多
分
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
鳩
巣
の
詩
に
白
石
が
次
韻
し
た
連
作
で
は
、
自
身
の
不
遇
を
悲
嘆
す
る
表
現
が
目
立
つ

が
、
そ
れ
は
一
種
の
ポ
ー
ス
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
野
龍
夫
氏
が
徂
徠
門
に
お
け
る
盛
唐
詩
受
容
を
「
卑
小
な
現
実
の
自
己
を
放
棄
し
、
自
己
を
古
人
と
し
て
虚
構
す
る
こ
と
が
で
き

た
」、
ま
た
「
現
実
の
遮
断
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
た
の
と（

（1
（

、
本
稿
で
検
討
し
た
白
石
・
鳩
巣
に
よ
る
李
白
受
容
の
あ
り
方
と
の
間
に
は
、
逕
庭
が

あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
白
石
と
鳩
巣
の
詩
で
は
、
自
己
を
古
人
に
比
す
る
場
合
、
そ
れ
は
現
実
の
遮
断
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
実
の
再
認
識
で

あ
り
、
自
己
の
放
棄
で
は
な
く
、
現
実
世
界
に
お
け
る
自
己
の
生
き
方
を
探
る
こ
と
に
繋
が
る
側
面
が
あ
っ
た
。
自
身
が
置
か
れ
た
現
実
に
、
如

何
に
対
処
し
、
自
ら
の
矜
持
を
保
つ
べ
き
か
の
指
針
を
提
供
し
て
く
れ
た
の
が
、
作
詩
と
い
う
営
為
を
介
し
て
得
ら
れ
た
時
空
を
超
え
た
知
己
、

つ
ま
り
李
白
や
屈
原
な
ど
の
古
人
た
ち
で
あ
り
、
太
陽
と
月
と
並
ん
で
後
世
を
照
ら
し
続
け
る
彼
ら
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

修
身
と
も
関
係
し
得
る
白
石
や
鳩
巣
の
詩
作
は
、
確
か
に
道
義
的
で
あ
る
。
朱
子
学
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
朱
熹
の
『
楚
辞
』
理
解
が
盛
唐
詩
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の
受
容
・
摸
擬
に
作
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
詩
の
中
で
形
成
さ
れ
る
理
想
の
儒
臣
像
は
、
抽
象
的
な
道
徳
概
念
か
ら
演
繹

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
歴
史
上
の
人
物
の
具
体
的
な
経
歴
や
生
き
様
の
上
に
求
め
ら
れ
、
徳
川
幕
府
に
仕
え
る
自
身
た
ち
の
模
範
と
さ
れ
た
。
木

門
の
詩
は
膨
大
な
量
が
あ
り
、
徂
徠
門
の
盛
唐
詩
受
容
と
の
比
較
も
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
鳩
巣
と
白
石
に
よ
る
盛
唐
詩
受
容
の

一
部
分
に
お
い
て
、
唐
朝
以
前
の
朝
廷
に
仕
え
た
文
臣
・
儒
臣
に
対
す
る
人
物
褒
貶
を
軸
と
し
た
伝
記
的
・
歴
史
的
な
関
心
が
作
用
し
て
い
た
こ

と
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
鳩
巣
・
白
石
の
詩
の
更
な
る
検
討
と
、
木
門
の
中
で
も
、
鳩
巣
・
白
石
と
は
や
や
系
統
を
異
に
す
る
祇
園

南
海
や
、
徂
徠
一
門
に
よ
る
盛
唐
詩
受
容
と
の
比
較
が
俟
た
れ
る
。

【
注
】

（
１
（
杉
下
元
明
「『
室
新
詩
評
』
考
」（
初
出
一
九
九
四
年
、
同
氏
『
江
戸
漢
詩 

─ 

影
響
と
変
容
の
系
譜
』〔
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
〕、
八
七
頁
（。

（
２
（
同
前
、
同
頁
。

（
３
（
揖
斐
高
「
風
雅
論 

─ 

江
戸
期
朱
子
学
に
お
け
る
古
典
主
義
詩
論
の
成
立
」（
初
出
一
九
九
四
年
、
同
氏
『
江
戸
詩
歌
論
』〔
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
〕、
五
五

頁
（。

（
４
（
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』（
文
化
十
三
年
〈
一
八
一
六
〉
刊
（
巻
三
・
木
下
順
庵
第
三
条
。
岩
崎
遵
成
『
徂
徠
研
究
』（
関
書
院
、
一
九
三
四
年
（、
三
五
頁
に
引
用

あ
り
。

（
５
（
青
地
麗
沢
『
可
観
小
説
』
巻
七
〔「
白
石
、
伊
藤
仁
斎
の
学
を
評
す
」〕（
日
置
謙
編
『
加
越
能
叢
書
』
第
二
巻
〔
金
沢
文
化
協
会
、
一
九
三
六
年
〕、
六
四
頁
（。

（
６
（
拙
稿
「
室
鳩
巣
の
辺
塞
詩 

─ 

盛
唐
詩
の
模
倣
と
忠
臣
像
の
造
形
」（『
語
文
』
第
百
八
輯
、
二
〇
一
七
年
（。

（
７
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
新
井
白
石
日
記
』
下
、
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
（、
一
五
六
頁
。『
文
昭
院
殿
御
実
紀
』
巻
十
五
（
黒
板
勝
美
・

国
史
大
系
編
修
会
編
『
徳
川
実
紀
』
第
七
篇
、
国
史
大
系
第
四
十
四
巻
〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
〕、
二
四
八
頁
（。

（
８
（『
折
た
く
柴
の
記
』
の
引
用
は
、
松
村
明
校
注
『
折
た
く
柴
の
記
』（『
戴
恩
記
・
折
た
く
柴
の
記
・
蘭
東
事
始
』
日
本
古
典
文
学
大
系
九
五
〔
岩
波
書
店
、
一
九

六
四
年
〕、
一
五
〇
、
三
二
三
、
三
三
六
、
三
五
二
頁
（
に
拠
る
。

（
９
（
宮
崎
道
生
『
定
本
折
た
く
柴
の
記
釈
義
』（
至
文
堂
、
一
九
六
四
年
（、
五
六
〇
頁
。「
正
徳
二
年
壬
申
鳩
巣
与
白
石
先
生
諫
書
」（『
新
井
白
石
全
集
』
第
六
巻

〔
吉
川
半
七
、
一
九
〇
七
年
〕、
七
二
〇
─

七
二
二
頁
（。

（
10
（
石
本
道
明
「
詩
人
白
石
小
論 

─ 

詩
を
論
ず
る
前
提
と
な
る
諸
問
題
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
四
六
号
、
一
九
九
五
年
（。
池
澤
一
郎
「
新
井
白
石
と
宋
詩 

─ 



日本漢文学研究 13

— 10（ —

白
石
漢
詩
に
お
け
る
蘇
軾
・
唐
庚
・
王
安
石
の
影
響
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
三
一
七
号
、
一
九
九
九
年
（。
池
澤
一
郎
「
若
き
日
の
白
石 

─ 

新
井
白
石
と

宋
詩
」（『
新
井
白
石
』
日
本
漢
詩
人
選
集
五
〔
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
〕（。

（
11
（
吉
川
幸
次
郎
「
新
井
白
石
逸
事
そ
の
一
」『
鳳
鳥
不
至
』（
初
出
一
九
六
九
年
、『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
二
十
三
巻
〔
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
〕、
一
二
一
─ 

一
二
二
頁
（。

（
1（
（
日
野
龍
夫
「
壺
中
の
天 

─ 

服
部
南
郭
の
詩
境
」（
同
氏
『
江
戸
人
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』〔
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
初
版
一
九
七
七
年
〕、
一
七
〇
─

一
七
一
頁
（。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
第
六
十
二
回
国
際
東
方
学
者
会
議
（
二
〇
一
七
年
五
月
十
九
日
（
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
席
上
で
御
教
示
を
頂

い
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】・
室
鳩
巣　

・
新
井
白
石　

・
徳
川
家
宣　

・
李
白　

・
屈
原


